平成2４年度泉大津市行政評価委員会「泉大津市外部評価」

実施要領
１　趣旨
外部の客観的な視点を入れた議論、評価を通じて、質の高い行政サービスの提供や業務のいっそうの効率化を図るとともに、公開の場における議論、評価を通じて、市政の透明化の向上並びに市の説明責任の徹底を図ることを目的に、平成2４年度泉大津市行政評価委員会「泉大津市外部評価」を実施するために、必要な事項を定めるものとする。

２　事業の選定
評価対象とする事業は、本市が実施するすべての事業のうち、原則として次に掲げる事項をみたす事業を抽出し、選定するものとする。

　(1) 外部の視点からの議論が有意義であると考えられる事業
　(2) 過去の事務事業評価等を踏まえ、評価による見直し効果が見込めると考えられる事業
(3) 一定の事業規模を有し、評価による見直し効果が見込めると考えられる事業
　
３　実施方法

(1) 実施日時及び会場

　　平成24年11月24日（土）　午前10時00分～午後4時00分　

　　テクスピア大阪　4階　会議室　（泉大津市旭町22‐45）

(2) 対象事業
　評価対象事業は、次の5事業とする。
	事業名
	担当課

	泉大津市福祉タクシー事業
	障がい福祉課

	特定非営利活動支援事業
	人権市民協働課

	庁舎施設整備事業
	総務課

	放置自転車対策事業
	土木課

	水洗便所普及事業
	下水道課


(3) 外部評価委員

　　外部評価委員は、学識経験者3人、行政経験者2人をもって構成する。

	役割
	氏名
	所属

	委員
	鶴坂　貴恵
	プール学院大学短期大学部教授

	委員
	深谷　清之
	前桃山学院大学経営学部教授

	委員
	森本　和義
	羽衣国際大学現代社会学部教授

	委員
	溝口　和彦
	行政経験者 (泉大津市内在住)

	委員
	三田　忠雄
	行政経験者 (泉大津市内在住)


(4) 評価の進め方

評価の進め方は、次のとおりとする。

①  1事業あたりの時間は、45分とする。

②  事業担当職員は、事務事業シート、参考資料に基づき、事業の要点や補足事項等について、簡潔に説明する。（10分）

③　各評価委員から事業担当職員に対して、質疑応答を行い、事業のあり方、改善方策について議論を行う。（３０分）

④　委員のうち、互選により選任された委員長は、質疑応答・議論及び各委員による評価の集計結果を踏まえ、委員会としての評価結果を示す。（5分）

  (5) 評価基準
	区分
	内容

	A.継続
	大きな見直し点はなく、現行どおり継続することが望ましい。

事業規模を拡大するべき。

	B.見直し
	事業は継続するが、手法や事業費分担等に見直すべき点がある。

	C.休止・廃止
	事業の休止、廃止が望ましい。


　(6) 当日の流れ
	時間
	番号
	事業等
	担当部署

	9:45
	－
	開場
	

	10:00
	－
	開会
	

	10:00～10:05
	－
	市長あいさつ
	

	10:05～10:15
	－
	事務局概要説明　　
	

	10:15～10:20
	－
	委員長あいさつ
	

	10:20～11:05
	１
	泉大津市福祉タクシー事業
	障がい福祉課

	11:10～11:55
	２
	特定非営利活動支援事業
	人権市民協働課

	11:55～12:55
	－
	昼休憩
	

	13:00～13:45
	３
	庁舎施設整備事業
	総務課

	13:50～14:３5
	４
	放置自転車対策事業
	土木課

	14:40～15:25
	５
	水洗便所普及事業
	下水道課

	15:25～15:35
	－
	休憩
	

	15:35～15:45
	6
	委員長評価　講評
	

	15:45
	
	閉会
	


４　評価結果の活用、公表

担当課室は、評価結果や議論された内容等を踏まえ、今後の方向性を十分に精査・検討する。検討結果については、公表するとともに、事業の見直しに活用する。 
